
甲
子
夜
話

『
甲
子
夜
話
』
は
、
文
政
四
年
（
一
八
二
一
年
）
十
一
月
十
七
日

か
ら
天
保
十
二
年
（
一
八
四
一
年
）
に
及
ぶ
肥
前
国
平
戸
藩
第
九

代
藩
主
の
松
浦
清
（
号
・
静
山
）
の
随
筆
集
。
正
篇
百
巻
、
続
篇

百
巻
、
第
三
篇
七
十
八
巻
に
及
ぶ
大
部
の
も
の
で
、
こ
の
期
の
政

治
、
社
会
事
象
、
風
俗
、
伝
承
等
が
網
羅
さ
れ
て
い
る
。
か
っ
て

は
坂
田
勝
氏
の
『
甲
子
夜
話
総
目
録
・
検
索
補
註
』
が
頼
り
で
あ

っ
た
ろ
う
が
、
現
在
で
は
「
ジ
ャ
パ
ン
ナ
レ
ッ
ジ
」
で
全
文
検
索

ま
で
出
来
る
時
代
と
な
っ
た
。
ジ
ャ
パ
ン
ナ
レ
ッ
ジ
は
会
員
制
で

あ
る
が
、「「
甲
子
夜
話
」
全
文
検
索
及
び
平
戸
藩
楽
歳
堂
蔵
書
目

録
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
」
を
用
い
れ
ば
、
ネ
ッ
ト
上
で
誰
で
も
検
索
で

き
る
。
「
戸
隠
」
の
語
句
を
検
索
し
て
、
得
ら
れ
た
の
は
次
の
四

項
目
で
あ
る
。

１

東
洋
文
庫
333
『
甲
子
夜
話
４
』
正
編
巻
五
十
四
（
中
村
幸
彦
・

中

野
三
敏
編
纂
）
に
収
め
ら
れ
た
『
駿
番
雑
記
』
は
、
松
浦
分
家
の

和
州
が
駿
城
の
加
番
を
任
じ
ら
れ
た
時
に
、
駿
府
で
の
一
行
の

者
が
見
聞
し
た
異
聞
を
手
紙
で
静
山
に
知
ら
せ
た
も
の
を
ま
と



め
た
も
の
で
、
そ
の
ひ
と
つ
に
（
75
、
76
頁
）、
駿
河
の
安
倍
郡

の
腰
越
村
の
人
が
隣
村
の
坂
本
村
の
間
の
雪
道
で
、

足
痕
の
大
さ
三
尺
計

ば
か
り

あ
る
を
見
る
。
不
思
議
に
お
も
ひ
其
先
き
を
見
れ

ば
、
ま
た
痕
あ
り
。
其
間
九
尺
ほ
ど
づ
ゝ
に
て
行
々
絶
ず
。
三
里
程
の

道
に
痕
つ
ゞ
き
て
、
枝
道
に
も
ふ
み
通
り
し
痕
あ
り
。
又
腰
越
村
の
手

前
に
小
川
あ
り
。
此
川
を
一
股
に
渡
り
し
と
覚
し
く
、
其
川
向
二
三
間

に
も
足
痕
あ
り
し
と
。
こ
れ
を
山
男
と
謂
ひ
、
稀
に
は
其
糞
を
見
当
る

こ
と
あ
る
に
、
鈴
竹
と
云
竹
葉
を
食
と
す
る
ゆ
ゑ
、
糞
中
に
竹
葉
あ
り

と
云
。
但
し
右
の
村
々
は
大
井
川
の
水
元
の
辺
な
り
と
。
府
の
江
川
町

三
諧

マ

マ

屋
仁
右
衛
門
咄
し
た
り

と
あ
る
。
こ
れ
に
付
さ
れ
た
割
注
に
戸
隠
の
名
が
あ
り
、

○
信
州
戸
隠
辺
に
て
も
、
大
雨
の
後
、
山
中
の
畑
抔

な

ど

に
三
尺
計

ば
か
り

の
足
跡

あ
る
を
度
々
見
る
由
し
、
先
年
九
頭
竜
権
現
へ
参
詣
の
と
き
、
其
地
の

農
夫
よ
り
承
る
。

と
あ
る
。
割
注
は
さ
ら
に
豊
後
国
の
高
田
の
大
き
な
山
男
の
話
に
続

く
が
、
大
男
と
い
え
ば
柳
田
国
男
の
『
ダ
イ
ダ
ラ
坊
の
足
跡
』
に

「
戸
隠
参
詣
の
道
で
は
飯
綱
山
の
荷
負
池
が
、
中
稜
漫
録
に
も
出

て
居
て
既
に
有
名
で
あ
っ
た
。
」
と
あ
る
。
現
在
は
地
元
で
は
そ



の
足
跡
が
大
座
法
師
池
だ
と
も
い
う
。『
甲
子
夜
話
』
に
い
う
「
信

州
戸
隠
辺
」
は
飯
縄
で
よ
ろ
し
か
ろ
う
と
も
思
う
の
だ
が
、
『
中

稜
漫
録
』
に
「
飯
綱
山
の
荷
負
池
」
の
記
載
が
あ
っ
た
か
不
安
で

は
あ
る
。
な
お
、
腰
越
村
の
人
の
話
は
大
井
川
の
水
元
の
村
と
な

っ
て
い
る
が
、
藁
科
川
中
流
域
に
「
ダ
イ
ラ
ボ
ウ
」
の
山
名
が
あ

る
。

２

東
洋
文
庫
『
甲
子
夜
話
６
』
正
編
巻
九
十
（
中
村
幸
彦
・

中
野

三
敏
編
纂
）
の
167
、
168
頁
。

戸
隠
は
奥
院
に
本
地
と
し
て
聖
観
音
を
、
そ
の
権
現
と
し
て
手
力

雄
命
を
祭
っ
て
き
た
が
、
信
仰
の
中
心
は
地
主
神
と
さ
れ
る
九
頭

龍
で
、
そ
の
霊
験
談
は
多
く
あ
る
。
一
方
で
、
観
音
の
霊
験
談
は
、

法
燈
国
師
の
母
が
観
音
に
祈
っ
て
法
燈
国
師
を
得
た
と
さ
れ
る

も
の
が
あ
る
。
た
だ
、
信
州
の
筑
北
の
坂
北
に
あ
る
岩
殿
寺
を
戸

蔵
山
と
い
っ
た
が
、
「
蔵
」
を
「
隠
す
」
と
も
読
む
こ
と
か
ら
岩

殿
寺
の
戸
蔵
山
が
戸
隠
山
に
な
っ
た
と
も
思
わ
れ
、
戸
隠
の
観
音

の
霊
験
は
心
許
な
い
点
も
あ
る
。
手
力
雄
命
の
霊
験
談
と
も
な
る

と
皆
無
と
い
っ
て
も
よ
い
の
だ
が
、
『
甲
子
夜
話
』
の
こ
こ
に
そ



の
ひ
と
つ
見
い
だ
す
こ
と
に
な
る
。
き
わ
め
て
貴
重
な
逸
話
で
あ

る
。

［
二
］

丙
戌
の
晩
秋
、
某
氏
よ
り
糝
糖
を
贈
る
。
信
州
よ
り
出
す
所

と
。
淡
緑
色
に
し
て
、
育
鳳
鸞
と
銘
ぜ
り
。
云
ふ
。
竹
実
を
以
て
製
す

と
。
記
文
を
添
ふ
。
曰
。

君
か
代
は
万
民
ゆ
た
か
に
過
る
と
い
へ
ど
も
、
風
雨
和
順
な
ら
ざ
る
時

は
、
耕
作
か
な
ら
ず
み
の
り
、
み
の
ら
ざ
る
事
侍
り
。
し
か
る
に
あ
る

時
忽
然
と
童
子
一
人
あ
ら
は
れ
、
我
は
い
に
し
へ
天
の
岩
戸
を
開
き
給

へ
る
神
の
つ
か
は
し
め
な
り
、
去
年
の
秋
た
な
つ
も
の
み
の
ら
ず
、
世

な
み
い
と
し
づ
か
な
ら
ず
、
神
も
な
げ
か
は
し
く
思
し
給
へ
る
の
あ
ま

り
、
此
や
ま
に
食
物
を
得
さ
す
べ
し
と
の
神
勅
な
り
。
か
な
ら
ず
是
を

食
さ
ば
も
ろ

く
の
や
ま
ひ
を
さ
り
、
身
心
安
穏
な
る
べ
し
と
告
給
ふ

と
覚
て
、
夢
は
さ
め
に
け
り
。
社
僧
奇
異
の
思
ひ
を
な
し
、
い
に
し
へ

の
世
に
は
木
か
や
に
糯
子
（
糯
子
、
だ
し
、
も
ち
ご
め
な
り
｜
欄
外
注

記
。
以
下
同
）
の
な
り
し
事
侍
り
と
か
や
。
今
は
た
か
ゝ
る
御
告
を
蒙

る
事
、
ま
さ
し
く
豊
年
の
し
る
し
な
ら
む
か
と
、
此
事
人
々
に
告
し
ら

す
に
、
や
が
て
夏
の
こ
ろ
よ
り
山
谷
の
み
す
ゞ
（
す
ゞ
は
篠
也
、
み
す
ゞ

か
る
信
濃
は
、
み
す
ゞ
か
る
篠
と
つ
づ
け
た
る
枕
詞
也
。
都
て
信
濃
に



は
大
な
る
竹
無
く
し
て
、
篠
の
類
矢
竹
の
み
あ
る
と
い
ふ
）
実
を
む
す

ぶ
事
お
び
た
ゝ
し
く
、
み
な
人
打
つ
ど
ひ
、
是
を
ひ
ろ
ひ
あ
つ
む
る
に
、

日
々
に
両
三
俵
を
得
た
り
。
あ
ら
か
じ
め
是
を
数
へ
た
ら
む
に
、
凡
五

六
万
に
過
し
。
是
ま
つ
た
く
戸
隠
の
神
の
恵
な
ら
ん
こ
と
尊
ふ
べ
し
。

邦
守

戸
隠
の
み
す
ゞ
の
竹
に
な
れ
る
実
は

ふ
り
に
し
神
の
め
ぐ
み
な
る
ら
む

右
竹
実
を
も
て
製
し
侍
る
御
菓
子
な
り
。
則
戸
隠
山
の
御
供
を
御
戴
被

レ

成
候
に
ひ
と
し
く
御
坐
候
間
、
宜
御
披
露
可
レ

被
レ

下
候
。
以
上
。

み
す
ゞ
か
る
信
濃
国
、
い
も
ゐ
の
里
、

白
雪
斎
製

信
州
善
光
寺
西
町
、
御
菓
子
所

府
野
屋
清
吉

こ
の
記
文
は
贈
り
主
が
付
し
た
も
の
で
は
な
く
、
贈
ら
れ
た
糝
糖

に
添
え
ら
れ
て
あ
っ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。

３

東
洋
文
庫
『
甲
子
夜
話
続
編
５
』
巻
六
十
二
（
中
村
幸
彦
・

中

野
三
敏
編
纂
）
の
201
頁
。

橘
南

�

の
『
東
遊
記
後
編
』（
寛
政
九
年
（1

7
9
7

年
）
刊
）
に
「
名



山
論
」
と
し
て
「
山
の
高
き
も
の
冨
士
を
第
一
と
す
」
と
し
て
二

十
五
の
山
名
が
あ
げ
ら
れ
て
い
る
が
、
そ
れ
に
浅
間
山
、
大
山
、

妙
義
山
の
三
山
を
加
え
た
二
十
八
の
山
が
、
『
甲
子
夜
話
』
巻
六

十
二
に
「
山
之
高
者
」
と
し
て
あ
げ
ら
れ
て
い
る
。
山
の
順
序
も

『
東
遊
記
後
編
』
と
一
致
す
る
。
な
お
、
こ
の
部
分
は
蒲
生
亮
秀

の
『
墨
多
筆
記
』
か
ら
『
甲
子
夜
話
』
に
採
録
し
た
部
分
で
あ
る
。

○
山
之
高
者
、
冨
士
為
二

第
一
一

。
其
次
浅
間
山
、
其
次
加
賀
白
山
、
其

次
越
中
立
山
、
其
次
日
向
霧
嶋
山
、
肥
前
雲
仙
嶽
、
信
濃
駒
嶽
、
出
羽

鳥
海
山
、
月
山
、
奥
州
岩
城
山
、
岩
鷲
山
、
伯
伯
耆
大
山
、
其
次
豊
前

彦
山
、
肥
後
阿
蘇
山
、
久
住
山
、
豊
後
姥
嶽
、
薩
摩
海
門
獄
、
伊
予
高

峰
、
上
野
妙
義
山
、
美
濃
恵
那
嶽
、
御
嶽
、
江
州
伊
吹
山
、
越
後
妙
高

山
、
信
濃
戸
隠
山
、
甲
斐
地
蔵
嶽
、
常
陸
筑
波
山
、
奥
州
幸
田
山
、
御

駒
嶽
、
其
他
不
二

尽
挙
一

。
蝦
夷
涌
宇
辺
都
山
、
亦
高
云
。

４

東
洋
文
庫
『
甲
子
夜
話
三
編
２
』
巻
二
十
二
（
中
村
幸
彦
・

中

野
三
敏
編
纂
）
の
155
、
156
頁
。



次
話
は
社
人
が
銃
で
撃
ち
殺
し
た
戸
隠
の
巨

オ

ホ

猫
ネ

コ

の
話
で
あ
る
。

『
譚
海
』
巻
二
に
は
「
○
信
州
戸
隱
明
神
の
奥
の
院
は
、
大
蛇
に

て
ま
し
ま
す
よ
し
、（
中
略
）
叉
立
願
の
人
戸
隱
に
参
詣
す
れ
ば
、

梨
を
献
ず
る
な
り
、
神
主
を
頼
て
奉
納
す
る
に
、
神
主
梨
を
折
敷

に
の
せ
、
う
し
ろ
手
に
捧
げ
跡
し
ざ
り
の
様
に
し
て
奥
の
院
の
岩

窟
の
前
に
さ
し
置
き
歸
る
、
う
し
ろ
を
か
へ
り
み
ず
、
神
主
岩
窟

を
十
間
も
さ
ら
ざ
る
に
、
ま
さ
し
く
な
し
の
み
を
喫
す
る
音
き
こ

ゆ
と
云
、
恐
ろ
し
き
事
也
」
と
あ
り
、
巌
窟
に
い
て
供
物
を
食
す

の
は
通
常
は
大
蛇
の
九
頭
龍
と
い
う
こ
と
に
な
っ
て
い
て
次
の

羽
林
が
語
る
話
は
巨
猫
と
な
っ
て
い
る
の
が
特
異
で
あ
る
。

〔
一
〕
或
日
宮
原
羽
林
を
訪
し
と
き
、
羽
林
の
話
れ
る
は
、
信
州
戸
隠

の
神
は
、
甚
威
霊
あ
り
て
、
詣
人
物
を
供
ず
る
と
き
は
、
神
出
で
ゝ
こ

れ
を
喰
ふ
。
さ
れ
ど
も
昔
よ
り
こ
れ
を
視
る
こ
と
を
禁
じ
て
、
人
見
る

こ
と
な
し
。
然
れ
ど
も
其
物
を
喰
ふ
声
あ
り
て
、
殊
に
高
く
、
能
く
人

耳
に
聞
ふ
。
斯
く
す
る
こ
と
久
し
。
又
彼
の
社
人
に
、
性
剛
強
な
る
者

あ
り
。
曰
ふ
。
若も

し
神
な
ら
ば
、
其
物
を
喰
ふ
、
嗜

た
し
な

ん
で
そ
の
苾
芬
を

食
は
ん
。
然
る
に
人
を
忌
で
顕
れ
食
ふ
。
想
ふ
に
神
に
非
じ
と
。
或
と



き
潜
に
烏
銃
を
携
へ
、
夜
往
て
窺
見
る
に
、
果
し
て
神
出
て
供
物
を
喰

ふ
。
社
人
即
銃
を
発
し
て
こ
れ
を
打
つ
に
、
中

あ

た

り
し
と
覚
し
く
、
神
隠

る
。
社
人
次
で
其
処
に
到
る
に
、
巌
穴
あ
り
。
尋

つ

い

で
入
る
に
、
一
町
許

ば
か
り

に
し
て
空
明
な
り
。
よ
く
見
れ
ば
両
山
の
間
に
出
づ
。
向
を
視
る
に
、

前
山
に
又
穴
あ
り
。
且
血
痕

ハ

カ

リ

を
連

ヒ

キ

て
其
穴
に
及
ぶ
。
社
人
思
ふ
。
果
し

て
妖
物
な
ら
ん
と
。
穴
口
よ
り
其
奥
を
窺
へ
ば
、
、
真
鍮
の
光
有
る
も

の
並
び
見
ゆ
。
こ
れ
其
も
の
な
ら
ん
と
、
再
び
銃
を
発
す
る
に
、
又
中

て
其
物
斃
る
ゝ
を
覚
ふ
。
迺

す
な
は
ち

其
処
に
往
き
視
る
に
、
年
歴
た
る
巨

オ

ホ

猫
ネ

コ

に

し
て
、
銃
の
為
に
死
し
た
り
。
さ
き
に
鍮
光
と
見
へ
し
は
猫
の
両
眼
な

り
し
と
。
人
以
て
こ
の
社
人
の
敢
進
に
伏
し
、
そ
の
勇
気
を
賞
せ
り
と
。

予
因
て
思
ふ
。
嚮

さ

き

に
江
川
が
話
せ
し
、
豆
山
に
貉
を
喰
ゐ
し
猫
も
、
こ

の
信
州
の
古
猫
の
比
な
ら
ん
。

追
て
曰
。『
三
才
図
会
』
云
。
信
州
戸
隠ハ

、
祭
神
手
力
雄ノ

命
、
押シ

二

開キ

天

磐
戸
一

抛ツ

レ

之ヲ

。
其
磐
戸
落ツ

ト

二

于
此ニ

一

云
。
常
陸ノ

、
志
津ノ

社モ

亦
同
躰ナ

。
リ

又

云
。
同
所
に
九
頭
竜
権
現
あ
り
。
伝テ

日フ

。
神ノ

形
九
頭ニ

シ

、
テ

而
在リ

二

岩
窟ノ

内ニ

一

。
以
レ

梨ヲ

為
二

神
供ト

一

。
毎
夜
丑ノ

刻
、

イ
マ
ダ未ル

レ

舂カ

米
三
升ヲ

供フ

レ

之ヲ

。
疑ク

ハ

此レ

当

山
地
主ノ

神
乎
。
為セ

リ

二

神
秘ト

一

。
別
当ハ

天
台ニ

シ

、
テ

三
年
苦
行シ

テ

勤メ

レ

之ヲ

、
又
歴テ

二

三



年ヲ

一

交
代ス

」
と
。
こ
れ
等
に
拠
れ
ば
、
彼
の
岩
窟
の
内
に
は
、
何
物
か

棲
と
見
へ
た
り
。
若
し
巨
猫
の
話
然
ら
ば
、
今
は
九
頭
竜
の
事
は
熄

や

み

し

な
ら
ん
。
猫
と
竜
と
は
別
物
か
。
禹
貢
の
鳥
鼠
同
穴
の
如
き
者
か
。
喝
。

九
頭
龍
を
巨
猫
に
置
き
換
え
、
社
人
（
実
態
は
山
籠
と
称
さ
れ
る

若
年
の
僧
。
『
三
才
図
会
』
に
別
当
と
あ
る
の
も
誤
）
が
銃
を
撃

つ
な
ど
と
随
分
と
物
語
め
い
て
い
る
。
『
太
平
記
』
で
源
満
中
が

鬼
を
斬
り
、
能
の
『
紅
葉
狩
』
で
も
維
茂
が
女
に
化
け
た
鬼
神
を

退
治
し
た
か
ら
、
戸
隠
山
が
鬼
の
本
場
と
も
な
り
、
戸
隠
山
と
怪

物
が
結
び
つ
け
ら
れ
る
の
は
仕
方
が
な
い
。
九
頭
龍
自
体
が
九
つ

の
龍
の
頭
を
持
つ
蛇
で
あ
る
か
ら
、
怪
物
で
あ
る
こ
と
は
間
違
い

な
い
。
洞
窟
で
は
な
い
が
、
『
本
草
綱
目
啓
蒙
』
で
は
「
千
歳
蝮

詳
ナ
ラ
ズ
信
州
戸
隠
山
ハ
高
ク
シ
テ
雪
深
ク
六
月
ニ
非
レ
バ
登

ル
ベ
カ
ラ
ズ
ト
云
ソ
ノ
神
社
ヨ
リ
奥
ニ
三
十
餘
抱
ノ
珍
ラ
シ
キ

大
松
ア
レ
ト
モ
六
月
比
ハ

ヤ
マ
カ
ゞ
シ
ト
呼
ブ
毒
蛇
ア
リ
テ
人

ヲ
害
ス
ル
ヲ
畏
レ
テ
登
リ
見
ル
人
稀
ナ
リ
ソ
ノ
蛇
ハ
四
足
ア
リ

テ
石
龍
子

ト

カ

ケ

ノ
形
ニ
似
タ
リ
人
聲
ヲ
聞
ケ
バ
後
足
ノ
ミ
ニ
シ
テ
立

テ
人
ノ
來
ル
ヲ
待
ツ
」
と
、
四
本
足
の
蛇
が
登
場
さ
せ
ら
れ
る
。



ま
っ
た
く
の
物
語
と
な
れ
ば
、
戯
作
の
「
信
州
戸
隠
御
擁
護

ご

り

し

や

う

奇
談
」

に
は
、
形
は
む
さ
さ
び
に
似
て
左
右
の
翼
一
丈
総
身
に
針
の
如
き

毛
の
あ
る
眼
三
つ
の
化
鳥
さ
へ
登
場
す
る
。


